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開会 午後３時００分 

 

それでは、ただいまから草津市教育委員会８月定例会を開会い

たします。 

 

―――――日程第１――――― 

 

日程第１「会期の決定について」でありますが、本日１日限り

としたいと思いますが御異議はございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようでございますので、８月定例会は本日１日限り

といたします。 

なお本日お諮りいたします「議第４０号令和６年度使用教科用

図書の採択につき議決を求めることについて」は、採択協議会の

申し合わせにより、これよりすぐに議事に入る必要がございます

ので、本日の日程は、配付されております次第に基づき進めさせ

ていただきます。 

 

―――――日程第２――――― 

 

次に、日程第２、付議事項に移ります。 

「議第４０号令和６年度使用教科用図書の採択につき議決を求

めることについて」を審議いたします。 

事務局の説明を求めます。 

 

「議第４０号令和６年度使用教科用図書の採択につき議決を求

めることについて」学校教育課の上原が御説明申し上げます。 

公立の各小中学校で使用する教科用図書の採択につきましては

「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」の規定

により、採択地区協議会が設置され、この協議会で行われた教科

用図書選定の結果に基づき、各市町教育委員会で年度ごとに採択

する事になっております。 

議案書の１６ページから１７ページを御覧下さい。 

本市が所属します教科用図書第二採択地区協議会の規定を載せ
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ております。この教科用図書第二採択地区協議会は、草津市、守

山市、栗東市、野洲市、甲賀市、湖南市の６市で構成されてお

り、それぞれの教育長、教育委員代表、保護者代表を委員とする

協議会です。この協議会において、第二採択地区内の各市立小中

学校で使用する教科用図書が選定されます。 

次に議決を求めることならびに第二採択地区での教科用図書選

定までの経過について説明いたします。１８ページが本年度の経

過となっております。 

本年度は小学校用教科書全教科の採択替えの年であり、さらに

小中学校特別支援学級一般図書の採択替えを行います。現在まで

に協議会を３回、代表協議会を１回、幹事会を３回開催いたしま

した。併せて５月２９日から７月１０日にかけまして、各市より

選出した委員による調査委員会を開催し、厳正かつ精密な調査を

行いました。それを受けまして７月 ３１日と８月３日の協議会

では委員長より調査報告を受け選定し、８月３日には第二採択地

区での議決を行いました。 資料の１ページからが本年度の調査

報告書となります。 

小学校は、議案書の５ページから６ページが通常学級で使用す

るものの一覧です。７ページから１０ページは、特別支援学級で

使用するものの一覧です。特別支援学級で使用するものにつきま

しては、学校教育法附則第９条の規定により、文部科学省著作本

と検定本以外にも、絵本などの一般図書からも選定する事ができ

ます。知的障害学級用については、社会科において「はじめての

日本のれきしのえほん」、外国語におきましては「ＣＤ付楽しく

歌える英語のうた」の２冊が新たに選定されました。 

続いて、中学校は１１ページから１２ページが通常学級で使用

するものの一覧と理由です。中学校特別支援学級で使用するもの

の一覧は１３ページから１５ページです。社会科において「楽し

く学んで力がつく！こども世界地図」「はじめての日本のれきし

えほん」、理科において「科学のなぜ？新図鑑」の３冊が新たに

選定されました。なお、弱視学級につきましては、小中学校とも

通常学級で採択された教科用図書の拡大版と文部科学省著作本で

あります点字版の教科用図書を選定しております。 

続きまして、協議会において調査委員長より報告されました調

査結果の概要につきまして説明いたします。 

調査の観点は教科によって数は異なりますが、知識および技
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能、思考・判断力、表現力、学びに向かう力、人間性などに関わ

る内容の取扱いの観点、資料や学習指導にかかわる構成等にかか

わる観点、第二採択地区の観点の三つの項目でそれぞれ調査を行

っております。第二採択地区の観点といたしましては、多様性の

尊重、人権尊重、世界平和、いじめ、環境等の現代的な諸課題の

工夫や配慮がなされており、第二採択地区の子どもたちにとって

学習しやすいかどうかということです。 

まず、小学校の使用教科用図書の調査結果の概要を御説明いた

します。 

報告書にございます「様式１」で調査研究観点と観点の内容

を、「様式２」で発行者ごとの観点別評価をＡＢＣで評定したも

の、「様式３」で教科書発行者ごとの特色について研究結果を記

載しています。 

それではまず国語と書写の２教科を説明させていただきます。 

始めに、国語でございますが、調査を行いました教科用図書

は、「東京書籍」「教育出版」「光村図書出版」の３社から発行さ

れたものです。 

単元指導における学習活動が明確であり、年間指導の中でも当

該学年の系統立てた学びを明示してある。また前学年で学んだこ

とを再度掲示することで発達段階や児童の実態を考慮しながら言

葉を敏感に、また柔軟に捉えさせようとしている。育成をめざす

資質・能力を核とした言語活動が設定、児童の主体性を促すよう

な学習活動が例示されている。という点で、「光村図書出版」が

最も適切であるという結果になりました。 

この教科書の特徴は、教材の扉絵に書かれている、めあてや既

習内容、リード文が簡潔なため、子どもたちが多過ぎる情報を持

たずに作品と出会うことができることです。教科書の巻末には、

国語の学習用語が掲載されており、既習の知識・技能を活用した

り、思考を深めたりする時に便利でもあります。 

 また、各学年の教科用図書につけられているサブタイトルがあ

り、それぞれタイトルに込められた意図や思いが、内容全般に反

映されていました。 

 子どもたちの学校行事や実生活につながる言語活動が多く、各

単元での内容項目のポイントが明確に示されています。その達成

のために教師が工夫する余地が残されており、子どもの理解の様

子などを見ながら、適宜発問等を組み替えることができる構成に
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なっていました。  

 以上のことから、国語については子どもたちが「読む」「書

く」「話す・聞く」の確かな国語力と豊かな感性を身につけるこ

とができる教材が、小学校６年間で系統的に取り組めるように配

置されている、光村図書発行の教科用図書が最も適切であるとい

う結果になりました。 

 

 次に、書写でございます。 

 「東京書籍」「教育出版」「光村図書出版」の３社から発行され

た教科用図書から調査を行いました。 

１ページの手本数が厳選され、学習テーマにじっくり向き合いな

がら、ねらいを焦点化した学習が展開できる工夫をしている。各

学年で「ねらい」や「たいせつ」、３年生以上で「学習の進め

方」が示されており、見通しをもって児童が主体的に学習に取り

組めるように工夫されている。単元の導入で文字を比較して課題

意識を持たせていることも特徴的である。という点で「光村図書

出版」が最も適切であるという結果になりました。 

 この教科書の特徴は、手本の文字は均整が取れていて美しい文

字です。学習のねらいを焦点化し、その学習に必要な情報を効果

的に示すことで、書写の力を育成できるところにあります。  

 調査結果の様式２の評価にありますように東京書籍と光村図書

出版が多くの観点において優れていました。 

 そこで、調査委員会ではこの２社について詳しく吟味されまし

た。 

 観点６で「Ｂ」評価の東京書籍と観点７で「Ｂ」評価の光村図

書出版の理由についてですが、観点６につきましては１、２年生

で手本に使用されている文字の色調が淡く、特に青やグレーの色

が見にくい点によります。３年生以上でも例示の文字に使用して

いる水色、ピンクの色が薄いです。 

 光村図書出版の観点７でＢになっている理由ですが、デジタル

コンテンツについてです。運筆を示す動画は無音でナレーション

がなく、注視してポイントをつかむ必要があります。集中が途切

れがちな児童を散漫にさせてしまうおそれがあると考えます。 

 どちらの観点結果を重要視すべきか考えましたところ、観点７

のデジタルコンテンツは、補助的に活用することが多いものであ

ることから、書写の教科特性から勘案すれば、観点７よりも観点
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６を重要視すべきと判断し、「光村図書出版」が最も適切である

という結果になりました。 

 国語と書写については以上でございます。 

 

 国語と書写について御質問、御意見がございましたらお願いい

たします。 

 

 国語の教科書の説明の中で、光村図書出版の巻末には既習の知

識・技能を活用して、思考を深めたりする時に便利と説明があり

ましたが具体的にどの項目がそこにあたるのか説明をしていただ

けますか。 

 

 具体的には「季節の言葉」「伝えられてきた文化」「声に出して

読もう」など四季折々の言葉や古典作品、季節に合わせた暮ら

し・行事・旬のものを楽しみながらイラストや写真とともに掲載

されているところにあります。従来から大切にされてきた、また

これからも大切にしていきたい言語や文化がバランスよく配置さ

れているのが光村図書出版の巻末になります。 

 

 光村図書出版は、前学年からの学びのつながりが分かるように

なっています。６年生の教科書で１２ページから１３ページを見

て下さい。上に６年生で学ぶこと、下に５年生で学んだことが示

されています。それから３８ページから３９ページの単元の終わ

りに見通しを持とうというページがあり、何を目標にしていくの

か明確で子どもに分かりやすくなっていると感じました。子ども

に目標が分かりやすいという事は、先生方にとっても授業が進め

やすい工夫がされていると感じました。 

 

書写の説明で、光村図書出版の特色は、学習のねらいを焦点化

し、学習に必要な情報を効果的に示すことで書写の力が育成でき

るとありましたが、具体的にどういうことですか。 

 

例えば、紙面の教材の文字について学ぶ視点を大きく取り上

げ、手本や例示を厳選し、導入で二つの文字の比較をさせること

で学習課題をつかませ学習のめあてを明解にしています。３年生

の教科書２８ページ、２９ページを御覧下さい。こちらでは動物
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のイラストや擬態語を効果的に用いて、点・画の書き方、力の入

れ方が直感的に３年生の子どもにも理解できる工夫がされていま

す。カラーユニバーサルやユニバーサルデザインの面からも細や

かな配慮がされています。 

 

では次の科目をお願いします。 

 

続きまして、社会でございます。 

「東京書籍」「教育出版」「日本文教出版」の３社から発行され

た教科用図書から調査を行いました。調査によると、全学年教科

書が合冊になっているため、社会的事象の相互の関連、意味を多

角的に考える力の育成に向いている。写真やイラストの印刷につ

いては鮮明で、読み取りやすく児童の興味関心を高めることがで

きる。江戸時代の身分ごとの円グラフでは、百姓や町人からも差

別された人々と明記されている。 

また、明治時代の解放令という用語が唯一用いられている。とい

うことから、「日本文教出版」が最も適切であるという結果にな

りました。 

 学習指導要領で提示された３観点のいずれにおいても工夫され

ています。社会科学習においては大切な資料である写真やイラス

トは鮮明で、読み取りやすくなっています。 

また、人権問題や平和学習においては丁寧に記載されており、

様々な角度から考える事ができるようになっております。 

 観点１から３並びに構成や使いやすさ、デジタルコンテンツの

いずれにおいても高い評価となりました。特にＳＤＧｓについて

の学びや、デジタルコンテンツによる授業展開への広まりや深ま

りが可能となる点が特長といえます。 

 続きまして、地図でございます。 

 「東京書籍」「帝国書院」の２社から発行された教科用図書か

ら調査を行いました。調査により、地図活用の技能を生かせるよ

うに、地図の概念から、方位や地図記号、索引などの地図の使い

方まで巻頭１４ページにわたり、スモールステップで丁寧に解説

し地図を活用する力を身に付けられるようになっている。地形の

様子が捉えやすくなるように、土地の高さによる色分けにより立

体感のあふれる地図となっている。という点で、「帝国書院」が

最も適切であるという結果になりました。 
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 観点２では、地図についての課題が東京出版７０問に対して帝

国書院が１００問と豊富なうえ、地図の彩色も立体感を感じさせ

ます。 

 また、観点５におきましても帝国書院はＳＤＧｓに関連する写

真や図表を全編通して設けているのに対して、東京書籍は一部に

記載されている程度です。 

 観点６についても、東京書籍の表やグラフは色合いが濃く、多

くの情報が目に入り過ぎるという課題もうかがえます。以上のこ

とから、帝国書院が最も適切であるという結果になりました。 

 社会・地図に関しては以上でございます。 

 

 ただいまの、社会・地図に関しまして御質問、御意見がござい

ましたらお願いいたします。 

 

 社会科ですが、例えば５年生ですと三重県鈴鹿の工場であると

か彦根市のことですとか、京都の観光のことも含めて取り上げら

れています。生徒たちに身近な事が取り上げられていて、イメー

ジがわきやすいと思うので良いと思います。 

 あとは、ＳＤＧｓのコーナー単元後にあり、社会とのつながり

が見えやすく、単元をこえて理解しやすくて良いと思います。 

 

 地図についてお伺いします。 

 地図帳の中にも生産量であったりとか、世界地図であったりと

かデータが沢山集約されていますが、今回、２社を比較して、例

えばデータの新しさなど比較してどうでしたでしょうか。 

 

 調査委員会の報告にも過去の数値を採用しているのが東京書籍

です。帝国書院は最新の数値を採用している調査結果が出ていま

す。 

 

 次の教科をお願いします。 

 

 続きまして、算数でございます。 

 「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出版」「新興出版

社啓林館」「日本文教出版」の６社から発行された教科用図書か

ら調査を行いました。調査により、基礎的・基本的な知識及び技
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能を身に付けられるように、十分な練習量の問題が掲載されてい

る。また、計算の型違いの問題などが水色の問題番号で示されて

いるため、個々の習熟に合わせて取り組める。まとめや公式、性

質を説明する言葉が詳しく丁寧に書かれていて、数学的な見方・

考え方が「ひらめきアイテム」で意識できるようになっている。

という点で「大日本図書」が最も適切であるという結果になりま

した。 

 大日本図書は、思考力・判断力・表現力を生かした一連の問題

発見・解決の学習の流れになっていて、生活場面で算数を活用す

る問題も掲載されています。 

 デジタルコンテンツが豊富で、前学年の内容や主問題につい

て、動画やアニメーションで確認できるようにもなっているな

ど、紙面とは別のアプローチで学習の理解を深めたり、技能を定

着させたりできるようにもなっていて、操作性も問題ありませ

ん。 

 写真、イラストがバランスよく配置されており、登場人物が

様々な立場の多様性を認めている内容になっており、またＳＤＧ

ｓを扱った問題も掲載されています。 

 次に、理科です。 

 「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出版」「信州教育

出版」「新興出版社啓林館」の６社から発行された教科用図書か

ら調査を行いました。なお信州教育出版「楽しい理科」につきま

しては、見本本の配本がなされませんでした。さらに、教科用図

書自体が出版社の地元である長野県内の採択をめざして作成され

た教科書であるということから、今回、滋賀県の第二採択地区に

おいて調査はできておりません。様式２、３ともに斜線としてお

りますので御了承ください。このことから５社の調査により、児

童の疑問、気づいたこと、考えたことを交流する場面で発表や話

し合いを促しており、学習中の気づきを基にした児童の意見や考

えの交流が深まるように工夫されている。フォント、カラーとも

に、ユニバーサルデザインの視点から配慮がなされており、全体

的に文字が大きく読みやすくなっている。また、サイズはＡ４版

と少し大きいながらも軽量化されており使いやすいという点で、

「東京書籍」が最も適切であるという結果になりました。 

 全ての単元において、どの学習場面にもコンテンツを活用して

児童の理解を深める工夫がなされております。また、ＳＤＧｓや
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小辻委員 

 

 

教育部副部長兼 

防災といった今日的課題に対する意識が高まるコラムも充実して

います。 

 以上、子どもの学びやすさと教員の指導のしやすさというとこ

ろを大切にした教科書となっています。 

 次に、生活科です。 

 「東京書籍」「大日本図書」「学校図書」「教育出版」「信州教育

出版」「光村図書出版」「新興出版社啓林館」の７社から発行され

た教科用図書から調査を行いました。 

なお、「信州教育出版」は理科と同様の理由により調査いたして

おりません。６社の調査により、学びが家庭で生かされるような

家庭での会話がイラストで示され、実生活での行動を促してい

る。「みつける」に関わる具体的な活動場面の写真やそれに伴う

吹き出しが多く示され、「比べる」ための視点が観察記録例に記

載されており、比較することを誘いかける言葉も多い。文字や

絵、言葉による表現のバリエーションが多く、多様な表現活動に

生かせる。という点で「東京書籍」が最も適切であるという結果

になりました。 

学習指導要領で示されました三つの観点においては、いずれも工

夫されています。比較的優しい色使いで、かつ鮮明な写真や図が

利用されており、大変見やすいという特徴がありました。また、

家庭内での会話であるとか、家族とこんなことしたいなというよ

うな設定など、学んだことを家庭での活動につなげる、そういう

工夫が大変たくさんありまして、表現の仕方のバリエーションも

豊富にありました。 

 以上におきまして、生活科につきましては「東京書籍」が最も

適切であるという結果になりました。 

 以上、算数、理科、生活についての説明を終わらせていただき

ます。 

 

 算数、理科、生活についての御質問、御意見がございましたら

お願いいたします。 

 

 大日本図書に異議はないのですが、新興出版社啓林館もよいと

思いますが課題を教えて下さい。 

 

 新興出版社啓林館の課題といたしましては、低学年では自ら問
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いや見通しを立て、主体的・協働的によりよい解決に向かうこと

ができる問題が設定されているのですが、その反面、中学年、高

学年の３年生以上では、そうした設定が少なくなる傾向がありま

す。さらに、日常生活と関連させる内容の扱いが少なく単元末に

説明したり、考えを表現したりする問題数も少な目であったとい

うことが調査委員会からの新興出版社啓林館の課題ということで

した。 

 

 大日本図書の「ひらめきアイテム」をもう少し詳しく教えて下

さい。 

 

 ４年生の２９１ページにはひらめきアイテムシールというのが

ございまして、こちらの方では大切な部分が示されています。分

度器の使い方でありますとか、ポイントをしっかり押さえなが

ら、それが次の学習に生かされていくというように「ひらめきア

イテム」がございます。 

 

 理科の学び方というページ、ここから問題が何なのかと把握し

てから、予想をして、計画をして、その後考えて実験結果から考

えてまとめられています。小学校の頃からこの様にしっかり学ん

で、その上で、授業に取り組める形になっています。しかも図も

表も写真もカラーで大きくて見やすい。本当にいい教科書と思い

ます。 

 

 私もこの教科書は見やすいと思いました。理科離れが今進んで

いると言われていると思いますが、東京書籍が工夫されている点

があれば教えて下さい。 

 

 身近な自然や暮らしから問題点を見出し、主体的・対話的な学

びによって、科学的な見方、考え方を生かして解決できるように

構成されているところが東京書籍の工夫点です。 

 例えば、６年生の教科書６１ページを御覧下さい。 

「問題をつかもう」というところで、児童の問題の見出し引き出

す工夫、問題の発見につながるような工夫がされています。また

６２ページにキャラクターの吹き出しで思考する際の視点が示さ

ています。気づきや考えが深まるような工夫がされています。以
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上のところが、理科の苦手な子どもにとっては視点が示されてい

るところが工夫点と思っております。 

 

 生活科の教科書のデジタルコンテンツのＱＲコードが決まった

ところに載っていて分かりやすくていいと思いました。他に特徴

はありますか。 

 

 デジタル情報につきましては、ＮＨＫ ｆｏｒ ｓｃｈｏｏｌ

の動画にすっといけるというものでして、独自のものも含めて大

変多岐にわたっております。また、巻末に活動便利手帳がありま

して、これも他教科と関連していまして、すぐに使える、あるい

はその後使える情報が多岐にわたって掲載されています。 

 

 では、次の教科をお願いします。 

 

 続きまして、音楽です。 

 「教育出版」「教育芸術社」の２社から発行された教科用図書

から調査を行いました。調査により、発達段階に応じた無理のな

い音域や歌詞の内容に配慮された教材であり、「共通事項」は特

化することなく、表現及び鑑賞の活動と一体となっており、適切

に扱われている。全学年において歌唱・器楽で扱う楽曲は四分音

符・四分休符・八分音符・八分休符が中心に扱われており、表現

の技能を高めるのに適している。という点で「教育芸術社」が最

も適切であるという結果になりました。 

 この２社の調査評価の結果についてですが、特に観点１では、

どちらも発達段階に応じた学習内容となっていましたが、特に教

育出版は、中・高学年において難易度が高い教材曲が含まれ、段

階を追った知識理解を押さえる上で難しさが感じられました。 

 一方、教育芸術社は、観点１を意識した学習活動が数多く見ら

れ、各学年にバランスよく配置され、題材や教材と的確に関連づ

けて身につけられるようになっていました。 

 観点２では、各社共、発達段階に応じた無理のない音域や歌詞

の内容に配慮された教材となっております。しかし、使用する音

符においては、教育出版は、中・高学年に難易度の高い楽曲があ

る一方、教育芸術社は共通事項の内容が表現及び鑑賞の各活動と

一体となっており適切に扱われておりました。 
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 以上のように、教育芸術社の教科書が観点１、２、７におきま

して優れているという調査結果となりました。 

 

 続きまして、図画工作でございます。 

 「開隆堂出版」「日本文教出版」の２社から発行された教科用

図書から調査を行いました。調査により、構成がすっきりしてい

て、児童にとって説明がわかりやすく、見やすい。児童の制作過

程や試行錯誤の写真が多くあり、吹き出しなどで思考の部分を取

り上げている。身近な物から見方を広げられる工夫がある。その

ため、児童が表したいことについて発想や構想するヒントになっ

ている。という点で、「日本文教出版」が最も適切であるという

結果になりました。 

 観点２では、両社とも各学年で取り扱う材料や用具について適

切に取り上げ、分かりやすく説明しています。 

 開隆堂出版は、児童の発達段階に合わせ道具について学べる工

夫があります。しかし、題材面では紙粘土、紙パック等、同じよ

うな材料を使う活動が多い印象があります。 

 日本文教出版は、新しく出てくる用具について見開きで扱うな

ど、学習指導要領で重要視されている共通事項について適切に記

載されています。また、用具の使い方についても「気をつけよ

う」が記載され、児童の安全面についても配慮されています。 

 以上、音楽、図画工作について説明を終わらせていただきま

す。 

 

 では、音楽、図画工作について御質問、御意見がございました

らお願いいたします。 

 

 音楽についてですが、２社で比較されて特にポイントになった

ところを改めて教えて下さい。 

 

 様式２のＡＢの評価のとおり、特に観点２が大きなポイントに

なっています。ここは技能についての調査ですが、例えば教育出

版につきましては、３年生や５年生など中・高学年の子どもにつ

いてかなり難易度が高く、１６分音符が中・高学年には多数使わ

れています。１６分休符も使われておりまして、技能を高めてい

くについては、子どもたちには辛いかと思われます。敢えてそれ
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を入れて速度の１１６というスピードのある曲を選択していま

す。音楽の得意な子どもにとってはリズミカルな曲はどんどん演

奏できますが、音楽が苦手な子どもにとりましてはテンポのある

曲を演奏するのは難しいとの調査結果でした。特に３年生、５年

生の教科書にはいくつか使われておりましたので、どの子どもに

も技能を高めていく事におきましては、教育芸術社の方が適して

いるという事になりました。 

 

 図画工作で、児童の安全面についても配慮されているというの

は具体的にどういうところですか。 

 

 例えば、日本文教出版の３、４年生下の６２ページを御覧下さ

い。彫刻刀の使い方のところに、「刃の前に絶対に手を置かな

い」と書いてあります。イラストが描いてありますので、このよ

うに手を置くと手に彫刻刀が刺さるというような×（バツ）とい

うような表現がリアルに書いてあります。 

一方、開隆堂出版は「歯の前に手を出さない」と文で書いている

だけで、実際の写真など具体的な例は記載されていません。 

 

 次の教科をお願いします。 

 

 次に、家庭科でございます。 

 「東京書籍」「開隆堂出版」の２社から発行された教科用図書

から調査を行いました。調査により、基礎的な技能の習得に関わ

る内容について、制作や調理の手順が横一列に写真やイラストで

提示されており、文字や色で強調しているので見通しをもって学

習することができる。応用の調理例や作品例の掲載が豊富で、発

展的な学習や家庭での実践に活用できる。という点で「開隆堂出

版」が最も適切であるという結果になりました。 

 観点７の題材の構成の仕方について、東京書籍は５年生、６年

生、２年間を見通した展開・構成になっており、５年生が８題

材、６年生が７題材、そしてそれらを通し番号で示しています。

それにより２年間を見通した題材構成ができる良さがあります。 

 開隆堂出版は、５年生の学習を発展させて６年生の学習に向か

うような構成になっております。学習する時期や季節に応じた配

列になっており家庭科は生活と結び付けて考える場面が多いです
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ので、時期や季節に合わせやすい開隆堂出版の方が良いのではな

いかという意見が多かったです。 

 デジタルコンテンツ、デジタル教材については東京書籍につき

ましては「トライシート」というのがあり、個別に考える場面で

すとか話し合いの場面で、思考ツールの一つとして活用ができま

す。また、「食品図鑑」というのもありまして、多くの食材が紹

介されていて、それを見ているだけでも食に興味を持ったりする

ことができ、大変興味を引く内容と意見がありました。 

 しかしながら、各ページのＱＲコードについてですが、必要な

動画だけを取り出すという事が東京書籍の方はできず、実際に授

業で使用するのは活用しにくいという意見がありました。一方、

開隆堂出版はＱＲコードで読み取る動画が細かく分かれていまし

て、大事な部分だけを見せたり、ポイントを絞って見せたりとい

う活用ができるという意見が多かったです。 

 

 続きまして、保健です。 

 「東京書籍」「大日本書籍」「大修館書店」「文教社」「光文書

院」「Ｇａｋｋｅｎ」の６社から発行された教科用図書から調査

を行いました。調査により、家庭内等、身近でできる運動が多く

記載されており、児童が実生活に生かしやすい。将来の夢につな

がるためには運動が必要など、自分の生活や健康における運動の

必要性に触れながら学習が展開されている。毎時間ごとに１ペー

ジにわたる資料で、一目で学習課題がつかめる工夫がされてい

る。例えば、感染症予防策のイラストを交えて順序立てているな

ど、一目で内容が分かりやすく理解が深まる。という点で、「東

京書籍」が最も適切であるという結果になりました。 

 この教科書は、家庭内等、身近でできる運動が多く記載されて

おり、児童が実生活に生かしやすい。加えて、第二採択地区観点

では、毎回、学習の課題が書かれているため全ての児童が学習の

流れをつかみやすくなっている。そして、肌の色の違いや、車い

すの利用等が挿絵の中に多く使われている事で、多様性が重視さ

れている事が伺えます。 

 以上のことから、保健は東京書籍が最も適切であるという結果

になりました。 

 以上、家庭科、保健について説明を終わらせていただきます。 
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 では、家庭科、保健についての御質問、御意見がございました

らお願いいたします。 

 

 家庭科の教科書についてです。開隆堂出版の色使いが比較して

良いと思います。毎回左下に学習のめあてが分かりやすく載って

いるので、生徒たちも先生たちにとっても、この単元ではこの勉

強をしますっていうのが凄く分かりやすく作られていると思いま

した。 

 両方の教科書に、「みそ汁の作り方」が載っておりますが、開

隆堂出版は、使う道具が横一列に書かれていて、目で追いやすい

造りになっていました。ただ東京書籍の方だと、横一列に書かれ

ていると思ったら、上にいったりと何処に目をやればいいのか分

かりにくかったです。先生が教えるにあたっても、開隆堂出版の

方が良いと感じました 

 

 保健についてですが、東京書籍の評価が高かった理由を教えて

下さい。 

 

 児童の生活場面から発問を工夫するなど、じっくり考える事で

主体的に学習できる素地をつくろうとしているところ、他者に比

べて行間のゆとり、イラストの配置など見やすくなるように工夫

されている。書体や改行、文章中の太文字等、読解しやすいよう

に工夫されている。また、書き込み欄に記入例がある。イラスト

を表す場面や状況が身近なものが多く捉えやすい。資料の部分で

使用するイラストが優れている。また、二次元コードも、説明書

きや動画資料に字幕がついているので、児童が理解しやすい工夫

がなされているので、東京書籍が高い評価になっています。 

 

 次の科目をお願いします。 

 

 次に、外国語でございます。 

 「東京書籍」「開隆堂出版」「三省堂」「教育出版」「光村図書出

版」「新興出版社啓林館」の６社から発行された教科用図書から

調査を行いました。調査により各単元が、段階的に言語活動を繰

り返し、「話すこと（発表）」「書くこと」につながる構成となっ

ています。各単元の導入に学習内容が明示され、児童が見通しを
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もって学習に取り組むことができる。２年間を通して、自分の

事、そして地域、そして日本、そして世界というように視野が広

がっていく設定になっている。環境問題や防災教育など、現代的

な諸課題について取り上げられている。という点で「光村図書出

版」が最も適切であるという結果になりました。 

 光村図書出版の「Ｈｅｒｅ Ｗｅ Ｇｏ！」では、観点３、４

で、目次にあるゴールが分かりやすく、目次後のｃａｎ－ｄｏ－

ｌｉｓｔもあり使いやすくなっています。また、各ｕｎｉｔのス

トーリーに合わせてやりとりができるように設定されているの

で、実際の場面を想像して自分の考えや気持ちを伝えることがで

きるようになっています。発表モデルを見ながら、スモールステ

ップで発表まで進めることができ、発現例を見てそれを参考にか

けるのも良いという評価でした。 

 

 最後に、特別の教科道徳でございます。 

 「東京書籍」「教育出版」「光村図書出版」「日本文教出版」「光

文書院」「Ｇａｋｋｅｎ」の６社から発行された教科用図書から

調査を行いました。調査により、中心発問と「見つめよう・生か

そう」の２つの発問が書かれており、すっきりとした構成になっ

ている。「ぐっと深める」では、話し合い活動の実践場面を写真

で示されており、分かりやすいです。挿絵が子どもの発達年齢に

あっていて見やすく読みやすくなっている。また、登場人物がわ

かりやすく記載されている。ＱＲコードに心情メーターがあり、

心情の変化を動かせることでわかりやすく使いやすい。という点

で「日本文教出版」が最も適切であるという結果になりました。 

日本文教出版は「いじめ防止」が最も重要なテーマとして位置

づけられています。また、他教科との関連で学習がしやすい教材

が多く配置されています。挿絵のわかりやすさや登場人物の明記

を含め、発達段階に即した学習活動への配慮があり、特に入学当

初の学習では、読むこと、書くことの負担が軽減されて学びやす

くなっております。「心のベンチ」のページが要所に設けられ、

教材で学習した事を基に現代社会の課題につなげて、多面的・多

角的に考えを広げていけるように工夫がされています。末尾には

二つの発問が書かれてあり、学習活動を促しすっきりとしたわか

りやすい構成となっております。本出版社の特徴である道徳ノー

トについてですが、自分の考えを書いたり、学習や自己を振り返
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教育部副部長兼 

学校教育課長 

 

 

 

 

ったりすることができるものです。 

以上、外国語、特別教科道徳の説明を終わらせていただきま

す。 

 

 ただいまの、外国語、特別教科道徳について、御質問、御意見

がございましたらお願いいたします。 

 

 外国語についてですが、グループ活動やペア活動などが盛り込

まれていたり、対話中心で使いやすく子どもたちも学びやすいの

でしっかり活用して欲しいと思います。 

 

 外国語について、現在使用している教科書会社と変更になりま

したが、その決め手となったのはどの点でしょうか。 

 

 ３、４年生の外国語科では言葉を大切に感じて、日本語とは違

う外国語の音声に気づき、慣れ親しみ、外国語を通して身近な材

料や話題を基に児童自ら思考し、状況や環境を理解した上で、目

の前の相手や他者とのコミュニケーションを図ることが求められ

ています。全ての観点で判断した時に光村図書出版が、オールマ

イティでバランスがとれているということが決定への大きな根拠

となりました。また、第二採択地区独自の観点で比較した時に、

他社に比べて総合的に漏れがないということが決め手です。 

 

 道徳ですが、目次などが非常にわかりやすいので、子どもたち

も勉強しやすいと思います。 

 びわ湖フローティングスクールをテーマに取り上げていたり

と、身近な題材が載っていて良いと思いました。 

 

 道徳ノートについて、詳しく教えて下さい。 

 

 大日本図書の特徴である道徳ノートで、自分の考えを書いた

り、学習や自己を振り返ったりすることができるノートです。現

行の物よりも、より使いやすく改善されて児童の実態に即した学

習展開が期待できるものであります。また、発問例がなくなった

ことで学習展開の自由度が高くなったことや、振り返りからの深

まり、自分事としてつながるような記述欄の工夫がされ使いやす
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藤田教育長 

くなっております。 

 

 次の教科をお願いします。 

 

 続きまして、小学校特別支援学級において２冊が供給不能とな

り、一般図書を中心に選定作業を行いました。その結果、次の２

冊に決定しました。 

 １冊目が、社会科において、パイインターナショナルの「はじ

めての日本のれきしえほん」、外国語において「ＣＤつき楽しく

歌える英語のうた」の２冊が新たに選定されました。選定理由と

いたしましては、児童の生活と比べて考えやすい内容が絵で描か

れていて、はじめて歴史を学ぶにあたって、それぞれの時代がイ

メージしやすい構成となっています。歌の世界をイメージしやす

いイラストと共に、英語と日本語がわかりやすく記述されてお

り、ＣＤつきでリズムに合わせ身体全体で学べる工夫もされてい

るなどの理由で選ばれています。 

 中学校特別支援学級の一般図書は３冊が供給不能となり、一般

図書を中心に選定作業を行いました。その結果、次の３冊に決定

しました。１冊目が、社会科において「楽しく学んで力がつく！

こども世界地図」、２冊目が、社会科において「はじめての日本

のれきしえほん」、３冊目が、理科において「科学のなぜ？新図

鑑」が新たに選定されました。選定理由といたしましては、１冊

目は、世界地図の概要からはじまり、地域別に世界の国々が紹介

されている。また、子どもたちが興味を持ちそうなオリンピック

や衣装などの話題がもりこまれており、生徒の好奇心を掻き立て

る内容となっている。２冊目については、小学校でも一般図書に

選定されていますが、支援学級の幅広い発達段階にある生徒の指

導に適した図書であり、中学校においては、過去、現代と将来に

つなげる学習に活用できる。３冊目は生徒が興味を持った「な

ぜ」を核としながら、知りたい項目をともに、５つの分野から発

達や理解度に応じて読み進めることができる構成となっている。

以上の理由で、３冊が選定されております。 

 以上、小学校特別支援学級の２冊、中学校特別支援学級３冊の

説明を終わらせていただきます。 

 

 ただいまの、小・中学校特別支援学級の一般図書の説明につき
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まして、御質問、御意見がございましたらお願いいたします。 

 

 「はじめての日本のれきしえほん」の特長を教えて下さい。 

 

 交流学級で社会科を学ぶ児童も多いですが、この図書は特別支

援学級で社会科を学ぶものとして選定されております。 

家、服、食べ物、暮らしなど、児童の生活と比べて考えやすい内

容が絵で描かれていて、初めて歴史を学ぶにあたって、それぞれ

の時代がイメージしやすい構成となっています。 

時代ごとに特徴的な道具や人々の暮らしなどについての解説も、

拡大した絵と簡単な言葉で示されており、興味を持って学習に取

り組むことができる工夫が見られます。時代の変化による人々の

暮らしの変化が一目で分かるようになっており、児童が楽しく学

べる図書です。 

 

 「はじめての日本のれきしえほん」が、小中学校両方に選ばれ

た理由を教えて下さい。 

 

 小学校でも一般図書に選定されていますが、支援学級の幅広い

発達段階にある生徒の指導に適した図書であり、中学校において

は、過去、現代、将来をつなげる学習に活用できると考えており

ます。 

 

 要望なのですが、本としては非常にいいと思いますが、昭和の

分け方が、前期と後期という分け方になっています。他の教科書

はその様な使い方はされていないので、その辺は、注意して取り

扱って欲しいです。 

 

 小学校の外国語の「楽しく歌える英語のうた」で、中を見る

と、手遊びや、皆で楽しくリズム遊びをしながら歌える聞き馴染

みのある歌が沢山載っていて、楽しく学べるいい本だと思いまし

た。 

 

 「科学のなぜ？新図鑑」のタイトルの「なぜ？」とはどういう

ものなのですか。 
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 タイトルの「なぜ？」ですが、生徒が興味を持った「なぜ？」

を核としながら、知りたい項目を基に、五つの分野から発達や理

解度に応じて読み進めることができる構成となっております。掲

載されている「なぜ？」は、日常的な疑問が集められたもので、

幅広い発達段階の生徒の知的好奇心に迫る内容で構成されていま

す。 

 

 「楽しく学んで力がつく！こども世界地図」で、支援が必要な

生徒へどのような工夫がされて、どういう理由で選ばれたのか教

えて下さい。 

 

 工夫ですが、見出しが各ページに大きく示されており、行間が

適切で見やすく、全ての漢字にルビが振られています。 

 もう一点は、地域別にまとめており、州ごとに全体の地図が掲

載されているので、世界の国の位置関係を把握しやすくなってい

るのがこの世界地図の特長です。支援が必要な子どもにとっては

工夫点と思います。 

 

 地図帳が最新のものが出ていないのもありますが、少し古いと

思いますので、学びの時にサポートしていただきたいです。 

 

 それでは、以上で種目ごとの質疑の方は終了させていただきま

す。 

 「議第４０号令和６年度使用教科用図書の採択につき議決を求

めることについて」をお諮りいたします。 

令和５年７月３１日および８月３日に開催されました、教科用

図書第二採択地区協議会における選定結果に基づき令和６年度の

草津市立各小中学校使用教科用図書を採択することに御異議はご

ざいませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

 異議なしと認めます。 

 議第４０号令和６年度使用教科用図書の採択については、原案

通り可決されました。 
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―――――日程第３――――― 

 

 次に、日程第３、「７月定例会会議録の承認について」であり

ますが、あらかじめ事務局から配布され、熟読されていると思い

ますが、御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

 異議がないようですので、７月定例会会議録は承認されたもの

と認めます。 

 

―――――日程第４――――― 

 

 次に、日程第４「教育長報告」に移ります。 

 では、私の方から諸般の御報告をさせていただきます。 

 ８月７日に市内の幼保、小中学校の経営層を対象に草津市学校

経営管理研修会があり、「実効的な働き方改革で進める安心して

働ける職場づくりと人材育成」をテーマに、大阪府枚方市教育委

員会事務局の高山和子課長をお迎えして、グループワークも取り

入れた研修が行われ、私も一緒に参加させていただきました。 

 研修を通してたくさんのヒントをいただきましたが、とくに印

象に残ったのは「働き方改革に取り組める原動力は楽しさです！

自分の人生も豊かになれる」という講師のお言葉です。今年度、

働き方改革プランの抜本的な見直しに取り掛かっていますが、次

の総合教育会議で市長や教育委員の皆さんと働き方改革について

の議論を行うとともに、現場の先生の方の御意見等をお聞きし

て、実効性のあるプランを策定する予定です。この取組によっ

て、教師が働きやすく・働き甲斐のある職場環境の実現と、子ど

もたちの教育環境の充実の両方が達成できるよう、引き続き検討

を進めてまいります。 

 次に、令和５年４月１８日に実施されました令和５年度全国学

力・学習状況調査の結果について、この度公表させていただきま

した。御承知のとおり、この調査は公立小学校６年生および中学

校３年生を対象に実施されているもので、調査内容としては、教

科に関連する調査では、小学生が国語と算数、中学生が国語と数

学と英語が実施されました。生活習慣や学習環境等に関する調査
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では、アンケート形式により学習意欲や学習方法、学習環境、生

活の諸側面等について調査されました。調査結果について、教科

に関する調査では小中学校の正答率が全ての教科で全国平均と滋

賀県平均を上回る結果となりました。また、日頃の生活や学習習

慣に関する調査については、全国よりも良い結果となった項目も

ありましたが、ポイント数が前年度より低下していたり、全国平

均を下回る項目もいくつか見られました。調査結果の詳細につい

て検証し、本市の成果と課題を踏まえた「６つの今後の手立て」

を作成し、ホームページに掲載いたしました。今後、教育委員会

ならびに各学校と連携・協力しながら、引き続き教育指導の充

実、学習状況の改善等に取り組んでまいります。 

 以上で、終わらせていただきます。 

 

 ８月７日に学校経営管理研修会の中でも、後半だけ参加させて

いただきました。内容が知的障害の方の疑似体験をするという取

組だったのですが、疑似体験はどのような肉体的、精神的に障害

を抱えているのか実際に身近な道具と工夫で、実感を伴うような

学びの場を作っていただきまして、例えば、軍手を３重につけて

折り紙を折ったり、そういった疑似体験をさせていただきまし

た。指導をしていただいたキャラバン隊の方々も、凄く明るく・

元気に教えていただける様子も拝見できました。例えば、小学生

でも座学、テキストで学ぶより、実際に手を動かして学びにつな

がっていく教育の方法を取り入れていって、子どもたちの理解に

努めようとする姿勢を後押しする取組につなげっていってもいい

のではないかと感じました。 

 次に、８月１７日に草津市のこどもサミットに参加させていた

だきました。こども基本法の制定に伴って始まったこどもサミッ

トですけども、今回で２回目となりましたが、前回と違う点とし

て、司会進行を中学生が実施していたところが前回よりも改善さ

れた点かなと感じました。順調に進行も進みまして、サミットも

無事に完了しまして、普段は他校の生徒同士で交流はあまりない

と思いますので、自分たちの知らない取組等もあると思いますの

で、知らない景色を見ることができた生徒もいたのではないのか

と思いました。その上で、もう少しこうしたらいいのではないの

かなと思った点をお伝えします。もうすでに実施している内容で

したら恐縮なのですが、サミットを実施する一週間前ですとか数
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日前に各校の生徒会が用意した資料などを事前に全ての学校で共

有をしておいて、質問の内容を事前に考えたりする時間を作った

上で当日を迎えるとより建設的な取組ができるのではないかと思

いました。今回の話し合った結果を学校に持ち帰って、どのよう

に生かせたかというところをまた教えていただきたいです。以上

です。 

 

 ８月７日の学校経営管理研修会に参加させていただきました。

先生方のいろいろな意見交換がされていて、働き方改革の重要性

を実感する事ができました。その中で、枚方市から来ていただい

た講師の方がお話されていたのが「草津市以外でも、滋賀県でも

そのような話をしている」という事で、滋賀県でも他の先生方と

も意見交換等をする場を持つのは先生方に重要だと思いますし、

先生方からすると草津市だけではなく他の都市とのつながりとか

もあると思いますので、いい形で働き方改革の輪が広がっていく

のを願って聞いておりました。 

 研修の二部では、「滋賀県手をつなぐ育成会びわこめだか隊」

にお話をしていただきました。非常にわかりやすく、簡単に 

障害についてお話しをしていただき、疑似体験ができたことが非

常にいい経験でした。私自身も障害を含めてインクルーシブな研

究をしていますので、知っている部分もありましたが、聞いてい

ると、母親が多かったのですが自分たちの子どものため、他のお

子さんのため、という子どもたちのためという目線が非常に強

く、先生方にその思いが伝わっていたらいいなと思って聞いてい

ました。もちろん先生方も分かっていらっしゃる方々もおられる

と思いますが、なかなかその環境に接する先生も少ないと思いま

すので重要だと思いました。 

 こどもサミットに参加させていただきました。中学生がいろん

な自治を考える場でよかったと思います。今後も続いて欲しいと

思います。その上で、感じたことは生徒会が中心になったのです

が、もっと生徒会を飛び越えたところ、いろいろな児童の方に参

加していただきたいと思いました。自分たちの自治は生徒会だけ

が決めることではないと思っています。それぞれの生徒会もあり

ますが生徒たち皆で作っていくのが本来の自治ですので、生徒会

活動が遠いものではなく近いものであると実感して欲しいと思い

ます。自分たちが学校の主役であると認識してもらうために、可
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能であれば、これからはいろんな形で枠を増やすとか回数を増や

していただきたいです。いろんな生徒に参加していただきたいと

いうことと、他校の生徒から学ぶことであるとか、自分が伝える

語りを言語化していくとかいろんなことができる機会ですのでよ

り拡充していく方向で検討して欲しいです。以上です。 

 

 ８月７日に学校経営管理研修会に参加させていただきました。 

グループワーク等の体験をするのが今回の研修はとても多かっ

たです。今までの研修は一方通行のことが多かったと思います

が、やはり体験するグループワークで実際に自分の考えている事

を言葉にかえて共有することが、自分が分かっていても曖昧だと

感じることだったりとか、他の方の意見を聞くのが意外と少ない

ですと先生方同士が話されていたりと研修が凄く盛り上がった印

象があります。やはり気づきや、学びが多い研修でした。あと

は、縦と横のつながりが深められたところもあるのではないかと

思いましたので、このような研修が今後も頻繁に行われたらいい

と感じました。以上です。 

 

 ８月７日に学校経営管理研修会に参加させていただきました。

働き方改革について枚方市教育委員会の高山様から実践をお聞き

しました。講演の中で注目したのは、教育委員会と各学校との関

係性です。教育委員会に指示されてやっているのではなく、当事

者意識をもって各学校の職員が自分たちで意識改革を改善してい

く様子が素晴らしいと感じました。それぞれの学校の働き方改革

の実践を交流することで刺激し合いながら、さらに改革が進んで

いるようでした。草津市の各校園所でも働き方改革の挑戦をより

位置づけて欲しいと感じました。 

研修は疑似体験を通して、知的障がい・発達障がいの特性につ

いて知ろうということで、びわこめだか隊の皆様の御協力の下、

プログラムを実践いたしました。実際に自分がやろうとしてもな

かなかできない、ということを体験することで、曖昧な言葉では

なく、より具体的に伝えること。それから視覚支援の大切さをよ

り強く感じ、今回とても充実した研修となったのですけれども、

草津市の就学前、小学校、中学校の各１校ずつでも日々工夫して

挑戦されている園経営や学校経営の実践発表をお聞きしたかった

なと感じました。 
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また、学校経営について報告していただく機会はあると思いま

すけれども、夏のこの研修会で代表の校園所の実践発表を聞くこ

と、交流することで、お互いの刺激になり、様々な改革が進んで

行くと感じました。また次年度の一つの意見としてお伝えさせて

いただきます。 

それから８月１７日に草津市のこどもサミットに参加させてい

ただきました。中学生が自分の学校を魅力的な学校にするため

に、制服の変更や学校祭、体育祭、文化祭等に生徒たちの意見が

反映できるよう、生徒会として取り組んでいたり、各校の課題、

いじめや自転車マナー等についても自分たちにできることをやろ

うとしていたりする姿は頼もしく感じました。生徒たちの力は本

当に大きくて、学校をいい意味で活性化していきます。諦めず、

先生方と相談しながらチャレンジを続けて欲しいと思います。大

切なのはこのサミットではなくて、このサミット後の各校の取組

だと思うので、今後の取組を楽しみにしています。以上です。 

 

サミットについていろいろ御意見いただきましたけども、実は

このサミットでは、生徒指導に当たっていただく先生方も議論を

していただいております。その中でやはり子どもたちが、自分た

ちの学校をどう自分たちの手で良くしていくのかというところで

教師としてどう関わっていくのかというふうなテーマで話をして

いただきました。教師たちは答えを出すのではなく、いろんな仮

説を出してみたり、この場合どうするのがいいのか投げかけをし

たりしながら、そういった中で、一つを作り上げていくようなブ

ラッシュアップを先生方が支えていく話もありましたので、今、

森委員さんからお話もありましたが、このサミットはサミットを

開催することが目的ではなくて、それを持ち帰って各学校で子ど

もたちが中心になって、小辻委員さんがおっしゃる校内自治とい

うものをどう高めていくのかという中で子ども基本法にも定めら

れている子どもたちの意見表明権であるとか、合意形成をどうし

ていくのかといった主権者教育の部分にもつながってくると思い

ますので、持ち帰った後の活動に私も期待をしているところでご

ざいます。 

以上で教育長報告については終了させていただきます。 

 

―――――日程第５――――― 
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図書館長 

 

次に日程第５、「付議事項」に移ります。 

「議第４１号草津市図書館協議会委員の委嘱につき議決を求め

ることについて」を審議いたします。事務局の説明を求めます。 

 

付議事項、「議第４１号草津市図書館協議会委員の委嘱につき

議決を求めることについて」図書館の二井が御説明申し上げま

す。 

資料１９ページから２１ページを御覧ください。 

草津市図書館協議会委員を委嘱することにつき、議決を求める

ことについて、２１ページに記載しております。 

図書館法第１４条、第１５条ならびに草津市図書館設置条例第

３条の規定に基づきまして委嘱しているところでございます。こ

の度、任期満了に伴いまして、令和５年９月１日から令和７年８

月３１日までの２年の任期について、資料２０ページのとおりの

委員の委嘱をお願いいたしたく委員会の議決をお願いするもので

ございます。なお、公募委員につきましては、２名を募集いたし

ましたが、１名の採用という結果になりましたことから、引き続

き募集をいたしますことを申し添えさせていただきます。 

以上、誠に簡単ではございますが、御説明とさせていただきま

す。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

 

ただいまの説明につきまして、なにか御意見、御質問がござい

ませんか。  

 

今の話で公募委員のお話がありましたが、募集されている公募

委員の方はどの枠で今回募集されましたか。 

 

公募委員につきましては、そちらの１、２、３、４と書いてあ

ります条件に当てはまり、かつ応募条件を満たしている方でござ

いましたらどの項目でも可能でございます。 

 

 最終的に区分としては、採用されたところに入るということで

すね。 

 

そのとおりでございます。 
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議第４１号について御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議なしと認めます。 

議第４１号は原案通り可決されたものと認めます。 

 

―――――日程第６――――― 

 

それでは続きまして日程第６「報告事項」に入ります。 

事務局より、順次報告をお願いします。 

 

報告事項１と２につきまして、歴史文化財課の中立よりご報告

申し上げます。 

まず報告事項１の「草津市国指定史跡整備懇話会開催要綱の制

定について」でございます。 

資料は３ページでございます。 

当該要綱については、本市の国指定史跡でございます史跡草津

宿本陣および史跡芦浦観音寺跡の整備事業の内容について意見交

換することを目的に懇話会を開催するものでございます。これま

で史跡草津宿本陣と史跡芦浦観音寺跡については、それぞれ別に

懇話会を設置しておりましたが、今般、両懇話会を統合し、業務

の効率化を図るものでございまして、その必要事項について要綱

を定めましたので御報告申し上げるものでございます。 

次に、報告事項２「草津市国指定史跡整備懇話会委員の委託に

ついて」でございます。 

資料は５ページでございます。 

先の事項で御報告いたしました懇話会に関する委員委託でござい

まして、委員１２名および所属任期は記載の通りでございます。

また当該懇話会には史跡草津宿本陣と史跡芦浦観音寺跡それぞれ

の部会を設けておりまして各委員の該当する部会を記載しており

ます。 

以上簡単ではございますが、御報告とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 
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続きまして報告事項３「寄付の受け入れ報告」につき続いて教

育総務課の吉田が御説明申し上げます。 

報告書は７ページでございます。 

詳細につきましては、一覧表記載のとおりでございますが、寄付

品目記載の図書著者御本人様から寄付いただきました。 

寄付受け入れ報告につきましては以上でございます。 

 

「報告事項」について御質問、御意見がございましたら、お願

いをいたします。 

報告事項につきましては以上で終わらせていただきます。 

それでは本日の議事は以上で終了となりますが、事務局ほかに

何かございますか。 

それではこれをもちまして８月定例会を終わらせていただきま

す。 

 

閉会 １７時００分 

 


